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§１．研究実施体制 

 

（１）「エビデンス」グループ（研究機関名： 東京都市大学） 

① 研究開発代表者：早坂 信哉 （東京都市大学人間科学部、教授） 

② 研究項目 

・入浴者自身による「自発型エビデンス（ゆるやかなエビデンス）」の収集・解析する。 

・泉質の異なる温泉地と連携して自発型エビデンスを収集する。  

・全国規模で家庭入浴と温泉地と連携して自発型エビデンスを収集する。 

 

（２）「システム」グループ（研究機関名） 

① 主たる共同研究者：齊藤 雅樹 （東海大学海洋学部、教授） 

② 研究項目 

・ウェアラブル端末による健康状態・入浴内容データ「自律型エビデンス」収集システムの構築を行う。 

・ウェアラブル端末に搭載できるアプリケーションを作成する。 

・ウェアラブル端末にてデータ収集を行う。 

・入浴環境測定デバイスの試作品の製作、実験、特性評価 

・ウェアラブル端末による「Bathing Navigation」の基礎データを収集する。 

 

 

§２．研究実施の概要 

 

１．入浴者自身による「自発型エビデンス（ゆるやかなエビデンス）」の収集・解析システム 

①大分県職員を対象にしたイントラネットを使用した調査を実施（平成 30年 2月末～3月） 

3,917 名の大分県職員を対象に、web アンケート形式による温泉や自宅入浴による心身の変化やこだ

わりの回答を求めた。この自由記載の回答をテキストデータ解析ソフト kuromoji を用いて解析・コー

ディングを実施し、入浴との関連をパイロット的に検討した。調査結果は亀田ら(2019)1)にて報告して

いる。今回の解析結果から、既存のテキストデータ解析ソフトではコーディングの誤り（例、方言、略

語等）が多くみられ、入浴に関連する心身の変化についての記述を自動解析するのは現状では難しく、

入浴に関連する記述を正しく解析するための機械学習をさせる必要があることがわかった。 

③ Twitter, Facebook による入浴情報収集の可能性の検討 

平成 30 年 4 月、別府温泉旅館組合の協力の元、宿泊者向けに温泉入浴の体調変化の Twitter 投稿を

依頼した結果、1 件しか回答を得ることができなかった。その後、広告代理店のノウハウを生かし、平

成 30 年 8 月に Facebookや Twitter を使って市民参加型研究（シチズンサイエンス）としての Yu-navi 

Project キャンペーンを開催した。温泉や入浴に関心の高い温泉愛好家の 4団体に依頼し、研究への参

加を呼び掛けた。結果、7,400 名の閲覧、温泉入浴による体調変化について 213 件の回答があった。入

浴に関心の高い対象者であっても 200名程度の回答であり、さらなる工夫が必要であることが示唆され

た。また、既存の健康コミュニティサイトとの連携による試みとして、大分県庁が運営する「歩得（あ

るとっく）」に入浴効果の自由記載コメントを入力する機能を付与し、平成 30 年 11 月～31 年 1 月にか

けて一般市民 2,000人以上から情報提供があった。 

④ 入浴や温泉に関する社会的関心を醸成するために、プレスリリースを積極的に実施（計 4回） 



 

 2 

平成 30年 3月 14日を皮切りに、第 1回 21件以上、第 2回 26件以上、第 3回 130件以上メディアに

掲載された。平成 30 年 8 月にも第 4 回目を実施し、これらのプレスリリースにより入浴や温泉への関

心の高まりを受け、ＰＬ（早坂信哉）の温泉や入浴に関するテレビ出演は 19 回に上った（あさイチ！

他）。 

 

２．ウェアラブル端末による健康状態・入浴内容データ「自律型エビデンス」収集システム 

入浴者の装着するウェアラブル端末によりバイタルデータと浴水データを自動的に取得し、自律的な

エビデンス収集が可能か検討を行った。 

① 試作品による「自律型エビデンス」の収集・その実現性の検証 

❶温度、pH、照度の各センサーを市販の船型玩具に搭載した浴水センサー（試作品） 

❷心拍数測定可能な市販のウェアラブル端末（Huawei製 Watch2） 

❸手首装着型の血圧計（オムロン製 HEM-6320T） 

バイタルデータと浴水データを自動的に取得可能であることを確認した。 

②温度測定と通信に機能を絞り親近感を持たせる形状を持つ普及型の浴水センサー「fuuron」の開発 

浴水データ測定の習慣づけや多数の浴水データを先行取得する構想と fuuron試作品を公開した。 

③ウェアラブル端末（Gaddy製 V07S）の装着実験 

被験者 13名に端末を 1週間装着させ、常時装着の利点・問題点の抽出と実現性の評価を行った。 

・利点  身体データ把握による健康留意動機、健康状態の明確化、周囲からの評価 など 

・問題点 測定精度が良くない（血圧、歩数）、情報漏洩懸念、充電の煩雑さ、装着感の悪さ など 

現端末での常時装着は現実的でなく、非接触型化、軽量化や材質改良などが待たれ、そうした端末

への実装を想定したアプリ開発やシステム構築が必要であると結論付けられた。 

④ウェアラブル端末による「Bathing Navigation」 

警告条件（血圧 165mmHg以上、浴水温 45℃以上等）の際に、ウェアラブル端末での警告表示が可能で

あった。「Bathing Navigation」システムは十分実現可能であると結論付けられた。 

 

＜主要な成果＞ 

（論文） 

・亀田佐知子，早坂信哉，斉藤雅樹他：大分県における温泉及び自宅入浴の Weｂ大規模調査，日本健康

開発雑誌 40巻 1号，pp.1-13，2019 

（特許） 

・特願 2018-092763，ウェアラブルデバイス、入浴ナビゲーションシステム、入浴ナビゲーション方法、

及びプログラム 

発明者：早坂信哉、斉藤雅樹、佐藤栄介、壽福良平 

出願人：学校法人五島育英会、学校法人東海大学、株式会社ＡＰＣ 

 


